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ライセンス - 使用規約 
 
すべてのサンプル、ファイル、データはプロミニー株式会社の所有です。製品の購入者は、本使用規約に同意し、かつ音楽

演奏および製作または映像に関連する音楽制作における使用を目的とした前提により、製品を使用するライセンス（使用許

可権）をプロミニー株式会社より与えられます。 

 

このライセンスは本製品のデータを編集加工する、しないにかかわらず再販することを固く禁止します。またこのライセン

ス第三者に有料、無料にかかわらず転売または譲渡することも禁止します。またいかなる媒体（本製品がインストールされ

たコンピュータ、ハードディスク、DVD/CDディスク、ブルーレイディスク、インターネットなどのあらゆる媒体）を介して

の再販または譲渡も禁止します。 

 

この製品を第三者から転売または譲渡を受けた者はプロミニー株式会社によるサポートを受ける権利は一切持たないものと

します。プロミニー株式会社は転売または譲渡された製品のユーザー登録は受け付けないものします。転売を行った時点で

元の所有者のライセンスは消滅し、ライセンスに関連する一切の権利は直ちに失効します。 

 

本製品のインストールおよび本製品に含まれるデータの使用に起因するいかなる問題もすべて使用者の責任において処理さ

れるものとし、プロミニー株式会社はそれに関し一切の責任を負わないものとします。 

 

（この使用規約は予告なしに変更される場合があります） 

 
 

Copyright © 2004-2011 Prominy Inc. All rights reserved. 
All sounds created by and property of Prominy Inc. 
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イントロダクション 

 
V-METAL 
 
EMG®ハムバッカー・ピックアップ搭載ESP® Alexi Blackyの約19GB*、26,000サンプルに及

ぶアグレッシヴな超リアル・サウンド！ 

 
1. 究極のリアルタイム操作性・柔軟性 – V-METAL SPM (Super Performance Multi) 

V-METAL SPM (Super Performance Multi)はリアルタイム演奏時にいまだかつて無い素晴らしいリア

ルなギターサウンドを提供します。歴代のProminy製品に搭載されてきたSPMをさらに進化させた第

４世代のSPM、「V-METAL SPM」はさらなるリアルタイム操作性、柔軟性、拡張性を実現し、ギタリ

ストが行う様々な奏法（以下参照）に、演奏をストップすること無く瞬時にアクセスすることが可

能です。 

 

シングル・ノート、リアル・コード （実際にギターで弾いたコード； minor 3rd, major 3rd, 4th, 

flat 5th, 5th, #5th, 6th, octave, add9, sus4, power chord その他いわゆる'Rushコード'）、

ユニゾン・チョーキング（unison bend)、ダブル・チョーキング(double bend)、リアルタイム・レ

ガート・スライド / ハンマリング＆プリング / トリル / ピッキング・トレモロ、ビブラート、 ミ

ュート、ピッキング・ノイズ、クリケット奏法、グリス・ダウン、ピッキング・ハーモニクス、ナ

チュラル・ハーモニクス、フレット・ノイズ、ピック・ストップ・ノイズ、 ブリッジ・ミュート・

ノイズ、フィンガー・リリース・ノイズ、ポジション・チェンジ・ノイズ、フィードバック、スク

ラッチ、アーム（whammy bar）やハーモニクスなどによる様々な特殊効果音など 

 
2. フレットボード・モニター 

状況に応じて最適な弦およびフレット・ポジションを自動的に選択し、フレットボード・モニター

に表示します。弦はキー・スイッチを使用してマニュアルでも選択が可能です。 

 
3. ストローク自動検出機能 （Auto Stroke Detection) 

テンポおよび現在の拍子位置を自動的に検出し、自動的に最適なストローク方向（ダウン・ストロ

ークまたはアップ・ストローク）を決定します。また、強制オルタネート、強制ダウン・ストロー

ク、強制アップ・ストロークなどのモードも選択可能です。MIDIコントロールチェンジによりモー

ドを曲の途中で変更することも可能です。) 
 
5. クリケット奏法 

「クリケット奏法」とはヘヴィ・メタルやロックのギタリストがアームを使ってソロなどで行う奏

法です。弦をピッキングした後、アームを叩いて揺らすことにより、コオロギ（cricket）の鳴き声

のような独特のトレモロ・サウンドを出すことができます。V-METALはこのクリケット奏法までも再

現します。 
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6. フィードバック 

ギターをアンプの前で大音量で鳴らした時のフィードバックを再現します。フィードバックの音程

やフェードタイムも設定可能です。 

 
7. リアルタイム・レガート・スライド 

実際にギターで演奏されたレガート・スライドが録音された本物のレガートスライド・サンプルを

使用したリアルタイム・レガート・スライドにより、多くの他社製品に見られるピッチ変換（ポル

タメント）による擬似レガート・スライドでは到底実現出来ないリアルなレガート・スライドをリ

アルタイム演奏で行うことができます。フレット上を指が移動し、弦をこすりながら音程が変化す

るギター独特のサウンドを忠実に再現します。（single note, minor 3rd, major 3rd, 4th, flat 5th, 

5th, #5th, 6th, octave, add9, sus4, power chordにてレガート・スライドが演奏可能） 

 

8. リアル・コード 
V-METALには本物のコード・サンプル使用した様々なコードが収録されています。他社製品の多くは、

シングル・ノートのサンプルを演奏時にプログラムで組み合わせて鳴らしているので、ギター特有

の「コード」サウンドとは違うものになり、やはり単にバラバラの音を組み合わせて鳴らしている

感じがしてしまいます。特に、エレクトリック・ギターにおいてはその違いは顕著に現れます。 

 

V-METALは実際に演奏された膨大な数のコード・サンプルを独自のプログラミングにより容易に演奏

することができます。音を出した瞬間、それがすぐに「本物」であるとわかります。これだけの種

類のコードをすべて本物のサンプルで収録しているのは現時点においてProminyだけです。 

 

minor 3rd, major 3rd, 4th, flat 5th, 5th, #5th, 6th, octave add9, sus4, major 3rd vibrato 

（ピッキング・ハーモニクス付き/無し), power chords (5thコードとは別), その他 (いわゆる 

'Rush コード')など, 

 

これらはすべてSPMインストゥルメントとして他のすべてのSPMインストゥルメントに組み合わせて

使用でき、様々なギター・コードに瞬時に切り換えて演奏できます。先述の ストローク方向自動検

出機能（Auto Stroke Detection）により、SPMのプログラムがテンポおよび現在の拍子位置を自動

的に検出し、自動的に最適なストローク方向（ダウン・ストロークまたはアップ・ストローク）を

決定します。 
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9. ダブル・トラッキング 

ギターの演奏をレコーディングおよびミックスする際、音楽ジャンルを問わず頻繁に使われる手法

が「ダブル・トラック」です。これは同じ演奏を2回弾き、それぞれのテイクを左右別々のチャンネ

ルにパンニングし、音に広がりと厚みを与えます。V-METALはショート・ディレイなどを使用した‘擬

似’ダブル・トラックではない、本物のダブル・トラッキングを容易に再現します。 

 
10. ドロップC チューニング 

近年のロックでは、最低音がEのスタンダードチューニングではなくドロップDやドロップCなどのド

ロップ・チューニング（ダウン・チューニング）を使用し、より低く重い音が出される傾向にあり

ます。V-METALに使用されたギターは、ヘヴィ・メタルのギタリストの多くが好んで使用するドロッ

プCにチューニングされているので、現代のメタルやロックなど、さまざまな音楽ジャンルに対応可

能です。 

 
11. ギターからダイレクトにレコーディングされたクリーンサウンド 

お好みのアンプ・シミュレータを通して好みのサウンドを作り様々な音楽ジャンルへの対応、幅広

い音作りが可能です。 

 
12. アサイナブル・キー･スイッチ 

すべてのインストゥルメントはユーザーが任意のキー･スイッチをアサインすることが可能です。頻

繁に使用する奏法を一番押しやすいキーに割り当てるなど、様々な状況に合わせた最適なセッティ

ングを作ることができます。SPMのカスタマイズは自由です。好きなインストゥルメントを組み合わ

せ、それぞれに任意のキー・スイッチをアサインし、独自のSPMのセッティングを構築することがで

きます。 

 
13. ピッキング・ノイズ等、様々なノイズを収録 

リアルなギタートラックを作る上で、ピッキング・ノイズをはじめとするさまざまなノイズは非常

に重要な役割を果たします。V-METALには様々なノイズが収録されています。（ピッキング・ノイズ、

フレット・ノイズ、ピック・ストップ・ノイズ、 ブリッジ・ミュート・ノイズ、フィンガー・リリ

ース・ノイズ、ポジション・チェンジ・ノイズ等）これらのノイズは、演奏されている弦やフレッ

トに応じて正しいポジションのノイズ・サンプルが自動的に選択されるので、違和感の無い、リア

ルなギタートラックの作成を容易に行うことが可能です。 
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必要環境 

 
Mac 
Mac OS X 10.6 (最新アップデート) 、または 10.7, Intel Core Duo, 2 GB RAM 

 
Windows 
Windows 7 (最新サービス・パック、32/64 Bit), Intel Core Duo または AMD Athlon 64、2 GB RAM 

 

11 GB のハードディスク空容量, DVDドライブ 

Kontakt 5 Player 付属 (別途サンプラーは必要ありません) 
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[重要] プリロード・バッファ・サイズの設定 

 
マルチやインストゥルメントをロードする前に必ずpreload buffer sizeの確認を行ってください。 

 

V-METALはロード時に膨大な数のサンプルが読み込まれるため、まずKontaktのオプション画面でプリロードの

設定を行うことをお勧めします。Kontaktのプリロードの初期設定はストリーミングの安定度を優先させるため

にプリロードのサイズがかなり大きく設定されています。（通常の使用では大きすぎる値が設定されています。）

数多くのサンプルを読み込む際に生じるメモリ不足を回避するためには、プリロードのサイズを小さくしなく

てはなりません。 

 

1.‘Options’ボタン  

 

をクリックして‘Memory’のタブをクリック

してください。 

 

2. チェックボックスにチェックを入れ、

‘Override Instrument’s preload size’の

値を最小にするか、12kbにしてください。  

 
上の写真では、'Override Instruments preload size'の値は6kbになっていますが、もしサンプルのストリー

ミングがスムースに行われず音切れ等が発生するようであれば、値を12kbにしてください。最適な値はお使い

のコンピュータの性能によって異なりますが、一般的には12kbのプリロードバッファがあればストリーミング

は問題なく行われます。それでもまだストリーミングが追いつかず音切れする場合には必要に応じて値を大き

くしてください。 

 
Purge All Samples 

RAMを節約するもうひとつの有効な手段として、Kontakt / Kontakt Player‘purge all 

samples’という機能を使う方法もあります。マルチやインストゥルメントをロード

した後に、‘Purge’ アイコンをクリックし、‘purge all samples’を選択します。

古いコンピュータでない限り、演奏時にKontakt PlayerはPurge機能に「よってメモ

リから除外されたサンプルを瞬時に読み込み、音切れすることなくストリーミング

することが期待できます。 

 
 
マルチを使用時、打鍵時にノイズが発生する場合 

多くのインストゥルメントを含むマルチはインストゥルメント単体使用時に比べてあ

る程度の処理能力がオーディオ・システムに必要とされます。もし打鍵時にノイズが発

生する場合は、オーディオ・インターフェイスのレイテンシーの値を「大きく」してく

ださい。(Kontaktのオプションのpreload buffer sizeとは違い、「大きく」してくだ

さい。) レイテンシーの変更に関する詳細はお使いのオーディオ・インターフェイスの

マニュアルをご参照ください。 
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______________________________________________________ 

ヒント 

 
[未使用インストゥルメントの削除によるＲＡＭスペース節約]  

もし現在取り掛かっているプロジェクト（曲）で使用していないインストゥルメントがある場合は、

それらをマルチから取り除き、違う名前で（プロジェクト名や曲名など）マルチを再セーブするこ

とをお勧めします。これにより、使用していないインストゥルメントで占有していたＲＡＭスペー

スの節約とロード時間の短縮ができます。 

 
[SPMのカスタマイズにグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用する] 

ＳＰＭインストゥルメントのほとんどのパラメータはグローバル・コントローラまたはMIDIコント

ロールチェンジで設定の変更が可能です。パラメータの設定は各インストゥルメントのインターフ

ェイスでも行うことができますが、マルチ内のインストゥルメントで共通のパラメータを設定する

場合はグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジで行うことをお勧めします。こ

れにより一度にすべてのインストゥルメントの設定が可能です。 

 
[ソロ / ミュート・ボタンは使用しないでください] 

マルチ（.nkm）使用時、マルチ内のすべてインストゥルメントは同一のMIDI情報を受

信する必要があるため、インストゥルメントのソロ/ミュート・ボタンは使用しない

でください。 
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SPM (Super Performance Multi) 
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マルチ: V_METAL 
/Multis/に収録 

 
V-METAL.nkm 
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インストゥルメント・セレクト・キー・スイッチ

 
 
インストゥルメントの選択方法 

上記の図のキー・スイッチのうちいずれかを押すことにより、そのキー・スイッチに割り当てられ

たインストゥルメントが選択された状態になります。例えばパワー・コードを選択したい場合、E0

のキーを押してください。 (各インストゥルメントの演奏可能なキー・レンジについてはこちらを

ご参照ください) もしこれらのキー・スイッチがお使いのキーボードの範囲外である場合はグロー

バル・コントローラを使用して最大+/- 3オクターブまでキー・トランスポーズを行うことができま

す。（お使いのキーボードのトランスポーズ/オクターブ・シフト機能を使用して行うことも可能で

す） 

 
‘ギター的’なキー・スイッチ方法 

初期設定のキー・スイッチは覚えやすいように配列されています。例えば、C1 はシングル・ノート

を選択します。G-1 は 5度コードを選択します。C1と G1 間の音程は 5度コードの音程と同一です。

同様に、D#-1でマイナー3度、E-1 でメジャー3度、F-1で 4度コード、F#-1 で♭5度、G#-1で ♯

5 度, G-1で 6度コード、C0 で octave、D0で add9が選択可能です。 

 

加えて、複数のキー・スイッチが同時に押されている場合、一番高いキー・スイッチが優先されま

す。これを利用し、例えば F-1 を押して 4 度コードを選択した後、F-1 を押さえたまま G-1 を押し

て 5度コードを選択します。その後（F-1を押さえたまま）G-1をリリースすると F-1をもう一度打

鍵しなくても 4度コードが選択された状態になります。このように、実際のギター演奏で行うよう

に、高いほうのフレットの指を離す（または押さえる）だけでコード・チェンジする、という形に

非常に近い動作で複数のコードやシングル・ノートの切り替えが可能です。 
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SPM インストゥルメント 

E0: power chord リアルタイム・レガート・スライド 
D#0: sus4 Realtime リアルタイム・レガート・スライド 
D0: add9 リアルタイム・レガート・スライド 
C#0: picking tremolo  
C0: octave リアルタイム・レガート・スライド 
B-1: trill (whole step) 全音トリル 
A#-1: trill (half step) 半音トリル 
A-1: 6th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
G#-1: #5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
G-1: 5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
F#-1: flat 5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
F-1: 4th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
E-1: major- 3rd-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
D#-1: minor 3rd-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 

D-1: single note no legato レガート無し 
C#-1: single note リアルタイム・ハンマリング＆プリング 
C-1: single note リアルタイム・レガート・スライド 
B-2: unison bend ユニゾン・チョーキング 
A#-2: double bend ダブル・チョーキング 
A-2: other chords (‘Rush chords’) 
G#-2: major 3rd vibrato 
G-2: natural harmonics 
F#-2: FX1 – scrape, slides, noises 
F-2: FX2 – whammy bar 
E-2: FX3 – whammy bar 
D#-2: FX4 – whammy bar 
 
 

リアルタイム・レガート・スライド 

 
 
前の音を押さえたまま次の音を打鍵するとレガート・スライドやハンマリング/プリングを演奏することができ

ます。この機能は以下のインストゥルメントにて使用可能です。 

 
single note, minor 3rd-dyad chord, major- 3rd-dyad chord, 4th-dyad chord, flat 5th-dyad chord, 
5th-dyad chord, #5th-dyad chord, 6th-dyad chord, octave, add9, sus4, power chord 
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ビブラート 

 

 
 
アフタータッチを使用してビブラートの音を出すことができます。（もしお使いのMIDIキーボードの鍵盤がア

フタータッチ機能を持たない場合は、コントローラが割り当て可能なスライダーやノブがあればそれらにアフ

タータッチをアサインし、ビブラートをコントロールすることができます。（お使いのMIDIキーボードにアサ

イナブル・スライダー/ノブがない場合は、シーケンサーからアフタータッチのデータを送信することによって

コントロールすることも可能です。） 

 

アフタータッチの送信方法についての詳細は、お使いのMIDIキーボードまたはシーケンサーのマニュアルでご確認ください。 

 
ビブラートは以下のインストゥルメントにて使用可能です。 

 
single note, minor 3rd-dyad chord, major- 3rd-dyad chord, 4th-dyad chord, flat 5th-dyad chord, 
5th-dyad chord, #5th-dyad chord, 6th-dyad chord, octave, add9, sus4, power chord 
 

ミュート / ピッキング・ノイズ 

 
 
サスティン音とミュートおよびピッキング・ノイズの切り替えはベロシティ・スイッチまたはモジュレーショ

ン・ホイール(MIDI CC# 1)により、以下のインストゥルメント使用時に行うことができます。 

 

single note, minor 3rd-dyad chord, major- 3rd-dyad chord, 4th-dyad chord, flat 5th-dyad chord, 
5th-dyad chord, #5th-dyad chord, 6th-dyad chord, octave, add9, sus4, power chord, other chords 
 
初期設定 

ミュート・モード： velocity (ベロシティ・スイッチ) 

ミュート・ベロシティ・スレッショルド: 70 

ピッキング・ノイズ MIDI CC# 1 スレッショルド: 126 

 
初期設定ではノート・ベロシティが70以下の場合、ミュートの音が鳴ります。また、ノート・ベロシティが70

以下かつMIDI CC# 1 の値が127の場合、ピッキング・ノイズの音が鳴ります。 

 
Play Keyを使用してピッキング・ノイズを鳴らすことも可能です。 
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グリス・ダウン（Hold Key使用） 

 
 
Hold Key: F#0 
ホールド・キー、F#0 を押さえたままノート・オフするとグリス・ダウンが鳴った後、音が止まります。 

グリス・ダウンは以下のインストゥルメントにて使用可能です。 

 
single note, minor 3rd-dyad chord, major- 3rd-dyad chord, 4th-dyad chord, flat 5th-dyad chord, 
5th-dyad chord, #5th-dyad chord, 6th-dyad chord, octave, add9, sus4, power chord, other chords 
unison bend, double bend, major 3rd vibrato 
 
グリス・ダウンは他のプレイ・キーに割り当てることができます。詳細は ‘プレイ・キー（ホールド・キーと

ストップ・キー）’を参照してください。 

 
グリス・ダウンの速度 

3つのグリス・ダウンの速度が選択可能です(fast, mid, slow)。インターフェイスで選択可能ですが、グロー

バル・コントローラまたはMIDI CC# 4を使用して選択することもできます。 

 

 
*グリス・ダウンのサンプルは各弦の 

２フレット以下では鳴りません。 

 
 
 

クリケット（B0キー使用） 

「クリケット奏法」とはヘヴィ・メタルやロックのギタリストがアームを使ってソロなどで行う奏法です。弦

をピッキングした後、アームを叩いて揺らすことにより、コオロギ（cricket）の鳴き声のような独特のトレモ

ロ・サウンドを出すことができます。クリケット奏法は、シングル・ノートが選択されている状態でかつ１、

２、３弦のうちいずれかが選択されている時に演奏可能です。通常のサスティン・サンプル打鍵した後、B0キ

ーを押すことでクリケットのサンプルがトリガーされます。 

(ストップ・キーで行う動作と同様です。). 

 

もしクリケット奏法を行いたい場合に弦自動選択機能により４、５、６弦のいずれか選択されてしまっている

場合は、ストリング・セレクト・キースイッチを使用して強制的に１、２、３弦のうちのいずれかを選択し直

すことによりクリケット奏法を行うことができます。（但し、３弦の最低音、すなわちF２よりも低い音では無

効となり、状況に応じて４、５、６弦のいずれか選択され、クリケット奏法は行うことはできません。） 

MIDI CC# 4 gliss down speed 
0 – 42 fast 

43 – 85 mid 

86 – 127 slow 
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Pinch Harmonics (ピッキング・ハーモニクス） 

＜ハイ・ベロシティ・インストゥルメント＞ 

 

 
 
以下のいずれかのインストゥルメントが選択された状態でノート・ベロシティが125より高い場合、ハイ・ベロ

シティ・インストゥルメントのpinch_harmonics’がトリガーされます。 

 
single note, minor 3rd-dyad chord, major- 3rd-dyad chord, 4th-dyad chord, flat 5th-dyad chord, 
#5th-dyad chord, 6th-dyad chord, octave, add9, sus4, power chord, other chords unison bend, 
double bend, major 3rd vibrato 
 
２つのピッキング・ハーモニクスのバリエーションがMIDI CC# 2を使用して切り替え可能です。 

MIDI CC# 2 
0 – 63: type 1 
64 – 127: type 2 
 
 

5th-dyad chord whammy bar (5度コード アーム・ダウン) 

＜ハイ・ベロシティ・インストゥルメント＞ 

 
 
 

キー・スイッチ; G-1(5th-dyad chord)が選択された状態でノート・ベロシティが125より高い場合、ハイ・ベ

ロシティ・インストゥルメントの ‘5th_whammy_bar_p_harm’ がトリガーされます。 

 
各インストゥルメントのハイ・ベロシティ・インストゥルメントに対する割り当てはカスタマイズ可能です。

詳細は、‘ハイ・ベロシティ・インストゥルメント’のセクションをご参照ください。
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プレイ・キー 

 

 
 
Hold Key 1* [F0]: ピック・ストップ・ノイズ＆フィンガー・リリース・ノイズ 
ホールド・キー、；F0 を押さえたままノート・オフするとピック・ストップ・ノイズ（弦の振動を弦に当てて

止める時になるノイズ）およびがフィンガー・リリース・ノイズ（弦を押さえた指を浮かせる時に鳴るノイズ）

が鳴り、音が止まります。 

 
Hold Key 2* [F#0]: グリス・ダウン 

ホールド・キー、F#0 を押さえたままノート・オフするとグリス・ダウンが鳴った後、音が止まります。 

 

Hold Key 3 [G0]: フレット・ノイズ＆ポジション・チェンジ・ノイズ (リリース・インストゥルメント) 

ホールド・キー、G0 を押さえたままノート・オフするとフレット・ノイズおよびポジション・チェンジ・ノイ

ズ（ネックを握り直した時などに発生するノイズ）が鳴った後、音が止まります。 

 
Stop Key 1* [G#0]: ピッキング・ノイズ 

ストップ・キー；G#0 を打鍵するとピッキング・ノイズが鳴った後、音が止まります。 

 

Stop Key 2 [A0]: ブリッジ・ミュート・ノイズ (リリース・インストゥルメント) 
ストップ・キー；A0を打鍵すると、ブリッジ・ミュート・ノイズ（ブリッジに手を置いた時に鳴るノイズ）が

鳴った後、音が止まります 

 
Stop Key 3* [A#0]: リピート・キー 
ストップ・キー；A#0を打鍵すると、直前に弾いた音と同じ音が鳴ります。 

 
* natural harmonics, FX1 – scrape, slides, noises, FX2 – whammy bar, FX3 – whammy bar,  FX4 – whammy 

barのうちのいずれかのインストゥルメントが選択されている時はプレイ・キーにより音はリリースされますが、

新たなサンプルはトリガーされません。 

 
プレイ・キーはカスタマイズ可能です。詳細は、‘プレイ・キー（ホールド・キーとストップ・キー）’ のセ

クションをご参照ください。 
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キー・スイッチ [E0]: Power chord Real time legato slide 
 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [D#0]: sus4 chord Real time legato slide 
 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
MIDI CC# 2 (stroke speed) 
0 – 63: fast stroke 
64 – 127: slow stroke 
 
キー・スイッチ [D0]: add9 chord Real time legato slide 

 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [C#0]: sampled picking tremolo 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 
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キー・スイッチ [C0]: octave Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [B-1]: sampled trill (whole step) 全音トリル 

キー・スイッチ [A#-1]: sampled trill (half step) 半音トリル 

 
 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [A-1]: 6th-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [G#-1]: #5th-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [G-1]: 5th-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 
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キー・スイッチ [F#-1]: flat 5th-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [F-1]: 4th-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [E-1]: major 3rd-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [D#-1]: minor 3rd-dyad chord Real time legato slide 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [D-1]: single note no legato slide mode 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 
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キー・スイッチ [C#-1]: single note Real time Hammer-on&Pull-off / Trill 
キー・スイッチ [C-1]: single note Real time legato slide 
 

 
 

 
 
前の音を押さえたまま次の音を打鍵するとレガート・スライドやハンマリング/プリング、トリルを演奏するこ

とができます。 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
 
キー・スイッチ [B-2]: unison bend ユニゾン・チョーキング 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
キー・スイッチ [A#-2]: double bend ダブル・チョーキング 
 

 
 

MIDI CC# 2 (ベンドの長さ) 
0 – 42: short 
43 – 85: mid 
86 – 127: long 

 
 

>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 
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キー・スイッチ [A-2]: other chords (‘Rush chord’) 
 
いわゆる‘RUSH コードを含む、９つのコードが含まれています。 

 
chord 1: 

 
 
chord 2: 

 
 
chord 3: 

 
 
chord 4: 
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chord 5: 

 
 
chord 6: 

 
 
chord 7: 

 
 
chord 8: 
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chord 9: 

 
 

 
 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
MIDI CC# 2 (stroke speed) 
0 – 63: fast stroke 
64 – 127: slow stroke 
 
 
キー・スイッチ [G#-2]: major 3rd vibrato 

 
>>> このインストゥルメントの演奏可能なキー・レンジ 

 
MIDI CC#2 
0 – 63: ピッキング・ハーモニクス付き 
64 – 127: ピッキング・ハーモニクス無し 
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キー・スイッチ [G-2]: natural harmonics 

 
各弦の３、５、７、９、１２、１５、１７、１９、２１フレットのナチュラル・ハーモニクスが以下のように

マッピングされています。 

 
 
harmonics type (ハーモニクスの種類) 

２つのナチュラル・ハーモニクスの種類が用意されています。 

（ハーモニクスのみ、またはハーモニクス＋基音） 

インターフェイスのプルダウンメニューより選択することができます。 

 
 

 
ハーモニクスの種類はグローバル・コントローラまたは MIDI CC# 35を使用して選択することもできます。 

-MIDI CC# 35 Harmonics type 
0 – 63 harmonics only 

64 – 127 harmonics+ key note 

 
 
キー・スイッチ [F#-2]: FX1 – scrape, slides, noises 
キー・スイッチ [F-2]: FX2 – whammy bar 
キー・スイッチ [E-2]: FX3 – whammy bar 
キー・スイッチ [D#-2]: FX4 – whammy bar 
 
スクラッチ、スライド、ハーモニクス、アーミング等による様々な効果音や特殊なノイズが演奏可

能です。 

 
* FX関連のインストゥルメント選択時はフレット・ボードにポジションは表示されません。  
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ストリング・セレクト・キー・スイッチ（弦選択） 

SPMは状況に応じて自動的に弦およびフレット・ポジションを自動的に選択しますが、キー・スイッチを使用す

ることにより強制的に任意の弦を選択することができます。ストリング・セレクト・キー・スイッチは次のノ

ート・オンのみ効力を持ちます。(ストリング・セレクト・キー・スイッチはカスタマイズ可能です。詳細は ‘ス

トリング・セレクト・キー・スイッチ’のセクションをご参照ください)  

 
ストリング・セレクト・キー・スイッチ (初期設定) 

 
 
MIDIノート名とノート番号 

key switch MIDI note # string 
A#5 94 String 1 

A5 93 String 2 

G#5 92 String 3 

G5 91 String 4 

F#5 90 String 5 

F5 89 String 6 
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______________________________________________________ 
 

マルチ: V_METAL_double_track 
/Multis/に収録 

 
マルチ；‘V-METAL’のダブル・トラッキング・バージョンです。 

 
‘ダブル・トラッキング’ とはギターのレコーディングの際によく使われる手法で、ギタリストは

同一のパートを2回演奏し、そのうちのひとつを左端に、もうひとつを右端にパンニングします。こ

れによりギターサウンドにコーラスやショート・ディレイでは得ることのできない、大きく広がっ

たステレオ・イメージと厚みを与えることができます。このレコーディング・テクニックは'SPMダ

ブルトラッキング・インストゥルメント'を使用して簡単に再現することができます。 

 
ヒント：マルチ；‘V_METAL _double_track’ にはあらかじめ左チャンネル用と右チャンネル用の両方のイン

ストゥルメントが含まれています。また、DAW上で別々各チャンネルを扱えるよう、左がKontaktのアウトプッ

ト；’st.1’に、右が’st.2’に割り当てられています。 

 

DAWのミキサー 

ダブル・トラッキングは、ギタープレイヤーが同じパートを2つの異なるテイクでレコ

ーディングし、それらを左右に振り分けるというレコーディングおよびミックスの手法

ですので、あくまで「1本のギターに対してひとつのアンプ」ということになります。

ひとつのアンプ・シミュレータに2本のギターを同時に送ると、本来別々に処理される

べき音が混ざり、正常な効果は得られません。（2人のギタープレイヤーがひとつしか

ないギターアンプを同時に使うのと同様の現象になります。）したがって、Kontaktの

アウトプットのst.1、st.2からのそれぞれのオーディオ信号に別々にアンプ・シミュレ

ータをインサートする必要があります。このため、st.1、st.2* からのそれぞれのオー

ディオ信号（= 2本のギター）を別々に処理できるよう、左右のインストゥルメントは

最初からそれぞれ異なるアウトプットから出力される設定にしてあります。各チャンネ

ルの信号がアンプ・シミュレータを通過した後、お使いのDAW/シーケンサー（またはハ

ードウェア）のミキサーで2つのギターを左右に振り分けてご使用ください。 
 
 
* DAWのミキサー上では‘aux 1’と表示されます。 
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______________________________________________________ 
 

インストゥルメント: V_METAL_lite 
/Instruments/に収録 

 
このインストゥルメントはマルチ；‘V_METAL’のライト・バージョンです。マルチよりも少ないRAMで使用す

ることができます。マルチと異なり、各弦の全フレットのサンプルを含んではいませんが、ひとつのインスト

ゥルメントにすべての奏法が含まれています。  

 
キー・スイッチ（初期設定） 

E0: power chord リアルタイム・レガート・スライド 
D#0: sus4 Realtime リアルタイム・レガート・スライド 
D0: add9 リアルタイム・レガート・スライド 
C#0: picking tremolo  
C0: octave リアルタイム・レガート・スライド 
B-1: trill (whole step) 全音トリル 
A#-1: trill (half step) 半音トリル 
A-1: 6th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
G#-1: #5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
G-1: 5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
F#-1: flat 5th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
F-1: 4th-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
E-1: major- 3rd-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 
D#-1: minor 3rd-dyad chord リアルタイム・レガート・スライド 

D-1: single note no legato レガート無し 
C#-1: single note リアルタイム・ハンマリング＆プリング 
C-1: single note リアルタイム・レガート・スライド 
B-2: unison bend ユニゾン・チョーキング 
A#-2: double bend ダブル・チョーキング 
A-2: other chords (‘Rush chords’) 
G#-2: major 3rd vibrato 
G-2: natural harmonics 
F#-2: FX1 – scrape, slides, noises 
F-2: FX2 – whammy bar 
E-2: FX3 – whammy bar 
D#-2: FX4 – whammy bar 
 
 
このインストゥルメントの各機能の詳細については ‘マルチ: V_METAL’のセクションを参照してください。. 
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SPM のカスタマイズ 
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SPMの機能 
 

Global Controller (グローバル・コントローラ) 

 
 
SPMのほとんどの機能はこのグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用して設定するこ

とができます。SPM共通のパラメータを設定する時、特定のインストゥルメントのみを設定したい場合を除い

て、グローバル・コントローラ（またはMIDIコントロールチェンジ）を使用して行うことをお勧めします。そ

れにより、マルチのインストゥルメントの共通のパラメータの設定を一括して行うことができます (各インス

トゥルメントのインターフェイスを使用して行うこともできますが、その場合、マルチのすべてのインストゥ

ルメントに対して同じ変更を繰り返し行わなくてはなりません) 

 
グローバル・コントローラはマルチ・スクリプトのア

イコン（左の画面写真を参照）をクリックして表示ま

たは非表示にすることができます。 

 
 
Octave shift (オクターブ・トランスポーズ) 

このナンバー・ボックスでMIDIキーボード・コントローラのオクターブ・トランスポ

ーズを使用することなく、最大 +/- 3オクターブトまでトランスポーズすることがで

きます。（MIDIキーボード・コントローラにトランスポーズ機能がない場合にもこの

機能を使用してトランスポーズを行うことができます。） 

 
MIDI controllers （MIDIコントローラ） 

(このページを表示するには プルダウンメニューの‘options…’クリックして ‘MIDI CC#’を選択してください) 

 

この画面で様々な機能をコントロールする MIDIコ

ントロールチェンジ番号を変更できます  
 
 

※特別な理由がない限り、設定を変更しないでそのまま使用することをお勧めします 

 

その他の設定項目に関しては以下に続くセクションを参照してください
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Fretboard Monitor (フレットボード・モニター) 

 
 
SPMは状況に応じて最適な弦およびフレット・ポジションを自動的に選択します。また、ストリング・

セレクト・キー・スイッチを使って手動で弦を選択することも可能です。フレットボード・モニタ

ーは現在演奏されているピッキング方向（ダウンまたはアップ）、フレット・ポジション、奏法を

表示します。 

 
[重要] フレットボード・モニターのプルダウンメニューから様々な機能の設定を確認することができますが、

設定の変更はグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用して行うことをお勧めします。

それらを使用することによりマルチにロードされているすべてのインストゥルメントの設定を一括して行うこ

とができます。（フレットボード・モニターと他のインストゥルメントで設定が異なるとフレットボード・モ

ニターの表示が実際の演奏と一致せず、マルチが正常に機能しなくなる場合があります。） 
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SPM インストゥルメント 

SPMインストゥルメントには４つのタイプがあります。 

 
Main instrument (メイン・インストゥルメント) 

 
 
High Velocity instrument (ハイ・ベロシティ・インストゥルメント) 

 
 
Release instrument (リリース・インストゥルメント) 

 
 
Feedback (フィード・バック) 
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______________________________________________________ 

- Main Instrument (メイン・インストゥルメント) 

 
 

Auto sustain (オート・サスティン) 
これはより実際のギター演奏に近い感覚でギターのサウンドをキーボード上で演奏するた

めの機能です。ピックで弦を弾くと、意図的に音を止めるまで音は鳴り続けます。SPMイン

ストゥルメントの使用時は同じ音を繰り返し演奏する際、（一般的に実際のギター演奏においては、キーボード

演奏時よりも同じ音の繰り返しが頻繁に行われます）ノート・オフした時の音切れを避けることができます。

ノート・オンの後、音は以下の事が起こるまで鳴り続けます。 

 

- 次の音がノート・オンされる 

- ホールド・キーまたはストップ・キーがトリガーされる 

- サンプルが最後まで再生される 

 

次のノート・オンまで音は鳴り続けるので、次の音を打鍵するまでは両手は自由に使えます。これにより、演

奏をストップする事無くキー・スイッチを押したりコントローラを動かしたりして次の音に備えるための時間

を得ることができます。これもSPMが様々なコントロールや多彩な奏法を単一のMIDIチャンネルでスムースに行

うことのできる理由のひとつです。 
 
オート・サスティンがオフの場合、ノート・オフ時に音はストップします。（通常のキーボード演奏のように）

また、この時ポリフォニック（和音）での演奏ができます。グローバル・コントローラまたは MIDI CC# 54に

てオート・サスティンのオン・オフが行えます。 

 
ヒント – サスティンペダルを使用してアルペジオを演奏する (一時的なポリ・モード):  

SPMインストゥルメントでアルペジオを演奏したい場合、サスティンペダル(MIDI CC# 64)使用して

それを行うことができます。サスティンペダルがONの時、ポリ・モード(poly mode)が一時的に有効

となり、瞬時にポリフォニクの演奏が可能になります。また、サスティンペダルを踏んでいるので、

鍵盤から手を離した後も音は鳴り続けます。新しい次の音が前の音と同じ場合には前の音は自動的

にキャンセルされ、通常のサスティンペダルのように音が2重に鳴ることが無いようにプログラムさ

れています。サスティンペダルがOFFになった瞬間にポリ・モードは自動的に解除されます。  
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Poly mode (ポリ・モード) 
ポリ・モードがオンの時にポリフォニック演奏が可能になります。この機能はシングル・

ノートのインストゥルメントが選択されている時のみ使用可能です。この機能のオン・オ

フはグローバル・コントローラまたは MIDI CC# 56で行うことができます。 

 

Release time (リリース・タイム) 
オート・サスティン機能がオンの状態で次の音が打鍵された時、前の音は自動

的にノート・オフされます。その時リリースされる前の音のリリース・タイム

をこの機能で調節することができます。この値を適切に設定することによって前の音と次の音がス

ムースにつながります。推奨値は0 – 30msの範囲内ですが、これはインストゥルメント、テンポ、

使用されるエフェクターやアンプ等によって異なります。リリース・タイムはグローバル・コント

ローラまたはMIDI CC# 62により変更できます。 

 

3 Band EQ (3バンドEQ) 
ハイ、ミドル、ローの音量の調整が可能です。グローバル・コン

トローラまたはMIDI CC# 59 (ロー), CC# 60 (ミドル), CC# 61 (ハ

イ)を使用してコントロールすることも可能です。 

 
 

 

Gliss down (グリス・ダウン) 
プレイ・キーを使ってグリス・ダウンを演奏することができます。 ３つのグリス・

ダウン・スピード(fast, mid, slow)が選択可能です。グローバル・コントローラ

またはMIDI CC# 4を使用して選択することもできます. 

 
MIDI CC# 4 gliss down speed 

0 – 42 fast 

43 – 85 mid 

86 – 127 slow 
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High Velocity Threshold (ハイ・ベロシティ・スレッショルド) 

このナンバー・ボックスでマルチ内にロードされているハイ・ベロシティ・イン

ストゥルメントをトリガーするためのベロシティのスレッショルド（しきい値）

を設定することができます。打鍵された時のベロシティの値が設定されたスレッ

ショルド・レベルよりも高い場合、現在選択されているメイン・インストゥルメントに代わってハ

イ・ベロシティ・インストゥルメントがトリガーされます。このスレッショルド・レベルはグロー

バル・コントローラまたはMIDI CC# 55でも変更可能です。 

 

重要: この値はマルチにロードされているハイ・ベロシティ・インストゥルメントのスレッショル

ド・レベルの値と同一でなくてはなりません。もしそのメイン・インストゥルメントにハイ・ベロ

シティ・インストゥルメントが割り当てられていない場合はこの値は127である必要があります。（ハ

イ・ベロシティ・インストゥルメントを使用しない状態でスレッショルドより強いベロシティで打

鍵した場合は何も音が鳴りません。）この機能を使用しない場合は値を127にしてください。 

 

Auto alternation (ストローク自動検出) 

 
 
オート・オルタネーション・モード 

４つのストロークモードがあります。プルダウンメニューより選択、ま

たはグローバル・コントローラまたはMIDI CC# 58により変更可能です。 
 
 
 
 
 
 

 
time recognition 

(MIDI CC# 58: 0 - 31) 

自動認識モード：SPMが現在のテンポと拍子位置および設定された検知解像度か

ら最適なストローク方向（ダウンまたはアップ）を自動的に割り出します。 

forced 

(MIDI CC# 58: 32 - 63) 

強制オルタネート・モード：強制的にダウン・ストローク/アップ・ストローク

を交互に繰り返します。 

down only 

(MIDI CC# 58: 64 - 95) 
強制ダウン・モード：強制的にダウン・ストロークが行われます。 

up only 

(MIDI CC# 58: 96 - 127) 
強制アップ・モード：強制的にアップ・ストロークが行われます。 
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Resolution (レゾリューション) 

‘time recognition’(自動認識モード)が選択されている場合の検知解像

度です。プルダウンメニューより選択、またはグローバル・コントローラ、ま

たはMIDI CC# 57により変更可能です。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
Stroke information window (ストローク・インフォメーション・ウインドウ) 

 
‘ダウン・ストローク’が検出されている（または‘down only’ モードが有効になって

いる） 

 
 

 
‘アップ・ストローク’が検出されている（または‘up only’ モードが有効になってい

る） 

 
 
重要: ストローク自動検出機能はシーケンサーがストップ状態の時は、参照すべき拍の位置情報が

存在しないため機能しません。また、ストローク・インフォメーション・ウインドウの表示はその

インストゥルメントが選択されている場合のみに更新されます。（例えば、シングル・ノートの４弦

が演奏されている時には、６，５，３，２，１弦のシングル・ノートのインストゥルメントのスト

ローク情報は更新されません。） 

 

MIDI CC# 57 resolution 

0 - 25 8分 

26 - 50 8分（3連） 

51 - 75 16分 

76 - 100 16分（3連） 

101 - 127 32分 
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Feedback (フィードバック) 
フィードバックを有効/無効にします。 

.  
 

‘options…’メニューをクリックし、プルダウン。メニューより

‘feedback’ を選択するとフィードバックに入る時のフェード・インの

時間、フェード・アウトの有効/無効、フェード・アウトをキャンセルす

るための猶予時間を設定する画面が表示されます。 
 
 
 
 
 

 
それぞれのラメータはグローバル・コントローラまたは以下のMIDI CCナンバーでコントロールでき

ます。 

オプション 機能 MIDI CC# 

ON / OFF button フェード・アウトを有効/無効にする 90 

cancel 

フィードバック・キャンセル・タイ

ム (ms)  

この機能により、打鍵後に設定した時間が経過する前にノ

ート・オフすると、フィードバックに入る際のメイン・イ

ンストゥルメントのフェード・アウトをキャンセルできま

す。反対に、打鍵した後に設定時間を過ぎるとフィードバ

ックに入るためにメイン・インストゥルメントがフェー

ド・アウトします。言い換えると、設定した時間内にノー

ト・オフするとフィードバックしないことになります。こ

の値はフィードバック・ンストゥルメントのキャンセル・

タイムと同一でなければなりません。 

89 

fade 

fade-out time (ms) 

フィードバックが始まった時、メイン・インストゥルメン

トはここで設定された時間に沿ってフェード・アウトしま

す。もしフィードバック・キャンセル・タイム内にノート・

オフした場合にはフェード・アウトは開始されません。  

87 

 

重要: この機能を使用するには、フィードバック・ンストゥルメントがマルチにロードされている

必要があります。フィードバック・ンストゥルメントがロードされていない場合はメイン・インス

トゥルメントがフェード・アウトした後でフィードバック音が鳴らずに無音になります。また、フ

ィードバック インストゥルメントのキー・スイッチ・レンジが正しく設定されている必要がありま

す。 

 

参考: このフィードバックは主にヘヴィなディストーションをかけた状態で使われるべき機能です。

クリーン・アンプでの使用は不自然なサウンドにある場合があります。 
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プレイ・キー (ホールド・キーおよびストップ・キー) 
(メイン・インストゥルメントのみが効果の対象となります) 

 
プレイ・キーの設定確認および設定方法 

 
‘options…’メニューをクリックしてプルダウンメニューから

‘hold key’または‘stop key’ を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
Hold keys（ホールド・キー） 

演奏中にホールド・キーを押さえたままその音を

ノート・オフすると、その音はリリースされホー

ルド・キーで設定された音が鳴ります。左の写真

の場合、F#0を押さえながらノート・オフすると、

元の音はリリースされてグリス・ダウンの音が鳴

ります。F0を押さえながらノート・オフすると、

元の音はリリースされてピック・ストップ・ノイ

ズとフィンガー・リリース・ノイズが鳴ります。また、また、G0が押されると元の音は止まります

が、G0には5つのうちのどれも選択されていないので、元の音がリリースされた後は何も鳴りません。 

 
Stop keys（ストップ・キー） 

演奏中にストップ・キーを押した瞬間、元の音は

リリースされ、ストップ・キーで設定された音が

鳴ります。左の写真の場合、G#0が押された時に元

の音はリリースされ、ピッキング・ノイズが鳴り

ます。また、A0が押されると元の音は止まります

が、A0には5つのうちのどれも選択されていないの

で、元の音がリリースされた後は何も鳴りません。

A#0が押されると直前に弾いた音がもう一度鳴ります。 

 
ヒント： ホールド・キーに‘repeat same note’の機能を割り当てることも可能です。リピート・

キーとしてアサインされているホールド・キーが押されている状態でノート・オフすると、元の音

が止まり、同じ音がもう一度鳴ります。これにより、これにより、速いスピードで音を途切れさせ

ることなく同じ音を連打することができます。速いテンポに合わせた同音連打のみならず、速度可

変のトレモロ演奏用としても使用することができます。 
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プレイ・キーの設定をMIDIコントロールチェンジで行う場合 

ホールド・キーおよびストップ・キーのボタンはMIDI CC# 114、115、116、117、118、119を使用し

てON/OFFを行うことができます。 

 
まず、変更したいプレイ・キーをMIDI CC# 114で選択します。 

Play Key MIDI CC # 114 
hold key 1 1 

hold key 2 2 

hold key 3 3 

stop key 1 4 

stop key 2 5 

stop key 3 6 

 
MIDI CC# 114で変更対象となるプレイ・キーを選択した後、以下のMIDI CC#で各ボタンのON/OFFを

行ってください。 
button MIDI CC# value 

position change noise* 111 

0 – 63: 
OFF 

64 – 127: 
ON 

fret noise* 112 

bridge mute noise* 113 

picking noise 115 

pick stop noise 116 

finger rel. noise 117 

repeat same note  118 

gliss down 119 

* = リリース・インストゥルメント 

 
[重要] 設定の変更はグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用して行うことをお勧め

します。（なぜならすべてのメイン・インストゥルメントおよびフレットボード・モニターのプレイ・キーの

設定は同じである必要があるためです） 
 
参考: Poly-detect time (ポリフォニック認識時間) 

ポリ・モードが ONの時、ストップ・キーはある状況下において複数のノートを同時に止め、それら

を再度鳴らします。(フレット・ノイズ、ブリッジ・ミュート・ノイズ、ポジション・チェンジ・ノ

イズの場合を除く) 前の音がノート・オンされてから 20ms以内にノート・オンされた音はすべてス

トップ・キーの対象となります。言い換えれば、前の音が打鍵されてから 20ms以降に打鍵された音

のみがストップ・キーの対象となります。 
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ミュート/ピッキング・ノイズ (ベロシティ・スイッチまたはCC# 1) 

サスティン音とミュートおよびピッキング・ノイズの切り替えはベロシティ・スイッチまたはモジュレーショ

ン・ホイール(MIDI CC# 1)により行うことができます。 

 
ミュート・モードの確認および変更の方法 

 
‘options…’をクリックしてプルダウンメニューから‘mute mode’ を

選択してください。 

 
 
 
 
 
 

 
ミュート・モード: velocity （ベロシティ） 

このモードではミュートとピッキング・ノイズの音はベロシティ・スイッチにより演奏することが

できます。打鍵時のベロシティが‘mute velocity threshold’の値より低い場合にミュートの音が

鳴ります。また、打鍵時のベロシティが‘mute velocity threshold’の値より低くなおかつMIDI CC# 

1の値が‘picking noise MIDI CC# 1threshold’を超えた状態で打鍵するとピッキング・ノイズが

鳴ります。 

 
 
ミュート・モード: mod wheel (モジュレーション・ホイール MIDI CC# 1) 

このモードでは、ミュートとピッキング・ノイズの音はモジュレーション・ホイール (MIDI CC# 1)

を使用して演奏することができます。MIDI CC# 1の値が ‘mute CC#1 threshold’の値を超えた状

態で打鍵すると場合にミュートの音が鳴り、‘picking noise MIDI CC# 1threshold’を超えた状態

で打鍵するとピッキング・ノイズが鳴ります。 
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ミュート・モード(mod wheel / velocity switch)や各スレッショルド・レベルはグローバル・コン

トローラまたは以下のMIDIコントロールチェンジで変更することができます。 

MIDI CC# 48 
mute mode 
0 - 63: modulation wheel (MIDI CC# 1) / 64 - 127: velocity 

MIDI CC# 49 picking noise MIDI CC#1 (mod wheel)  threshold level 
MIDI CC# 50 mute MIDI CC#1 (mod wheel)  threshold level 
MIDI CC# 51 mute velocity threshold level 
 
[重要] 設定の変更はグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用して行う

ことをお勧めします。（なぜならすべてのメイン・インストゥルメントおよびフレットボード・モ

ニターのプレイ・キーの設定は同じである必要があるためです）グローバル・コントローラまたは

MIDIコントロールチェンジを使用することによりマルチにロードされているすべてのインストゥル

メントの設定を一括して行うことができます。（フレットボード・モニターと他のインストゥルメ

ントで設定が異なるとフレットボード・モニターの表示が実際の演奏と一致せず、マルチが正常に

機能しなくなる場合があります。各メイン・インストゥルメントのインターフェイスを使用してプ

レイ・キーの設定を行うことも可能ですが、その場合、各インストゥルメントで同じ設定を繰り返

し行わなくてはなりません） 
 
ピッキング・ノイズはホールド・キーやストップ・キーでも演奏可能です。 
 

Pitch bend range (ピッチベンド・レンジ) 
 

‘options…’メニューをクリックしてプルダウンメニューから‘pitch 

bend range’を選択してください。 

 
 
 
 
 
 

 
 
ピッチベンドの効き幅を設定するスライダーが表示されます。(最大 12セミ・トーン) 
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インストゥルメント・セレクト・キー・スイッチ (メイン・インストゥルメント) 

 
インストゥルメント・セレクト・キー・スイッチの確認および変更方法 

 
‘options…’をクリックしてプルダウンメニューから 

‘inst select ksw’  を選択してください。 

 
 
 
 
 
 

 
インストゥルメント・セレクト・キー・スイッチの一覧が表示されます。

 

 
[重要] 設定の変更はグローバル・コントローラまたはMIDIコントロールチェンジを使用して行う

ことをお勧めします。（なぜならすべてのメイン・インストゥルメントおよびフレットボード・モ

ニターのプレイ・キーの設定は同じである必要があるためです）グローバル・コントローラまたは

MIDIコントロールチェンジを使用することによりマルチにロードされているすべてのインストゥル

メントの設定を一括して行うことができます。（フレットボード・モニターと他のインストゥルメ

ントで設定が異なるとフレットボード・モニターの表示が実際の演奏と一致せず、マルチが正常に

機能しなくなる場合があります。各メイン・インストゥルメントのインターフェイスを使用してプ

レイ・キーの設定を行うことも可能ですが、その場合、各インストゥルメントで同じ設定を繰り返

し行わなくてはなりません） 
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MIDI CCによるInstrument Select Key Switchのカスタマイズ 

変更したいインストゥルメントのinst. #（上の表を参照）をMIDI CC# 45を使用して送信してください。その

後、そのインストゥルメントのインストゥルメント・セレクト・キー・スイッチとして使用したいキーのMIDI

ノート番号をMIDI CC# 44を使用して送信してください。例えば、もし‘3: no legato’を C0 (MIDIノート番

号24)に設定したい場合、MIDI CC# 45を使用してinst. #と同一の値、「3」を送信し、MIDI CC# 44を使用して

ノート番号と同一の値、「24」を送信してください。インストゥルメント・セレクト・キー・スイッチとして

使用できるキー・レンジの上限であるMIDIノート番号28; E0より高いキーを指定することはできません。 

 

MIDI CC# 44 instrument select key switch (MIDI note number) 

MIDI CC# 45 

変更の対象とするインストゥルメント番号 (inst.#) 

1: single legato slide 
2: hammer-on&pull-off / trill 
3: no legato 
4: repetition / picking tremolo 
5: sampled picking tremolo 
6: trill whole 
7: trill half 
8: minor 3rd-dyad 
9: major 3rd-dyad 
10: 4th-dyad 
11: flat 5th-dyad 
12: 5th-dyad 
13: sharp 5th-dyad 
14: 6th-dyad 
15: octave 
16: add9 
17: sus4 
18: power chord 
19: other chord 
20: maj 3rd vibratro 
21: unison bend 
22: double Bend 
23: natural harm 
24: FX1 - scrapes, slides, noises 
25: FX2 - whammy bar FX 
26: FX3 - whammy bar FX 
27: FX4 - whammy bar FX 
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ストリング・セレクト・キー・スイッチ 

(メイン・インストゥルメント; string_1, string_2, string _3, string_4, string_5、string_6のみ) 
 
ストリング・セレクト・キー・スイッチ (初期設定)  

String 1 (1弦): A#5 (MIDIノート番号 94) 

String 2（2弦）: A5 (MIDIノート番号 93) 

String 3（3弦）: G#5 (MIDIノート番号 92) 

String 4（4弦）: G5 (MIDIノート番号 91) 

String 5（5弦）: F#5 (MIDIノート番号 90) 

String 6（6弦）: F5 (MIDIノート番号 89) 

 
 
ストリング・セレクト・キー・スイッチ（弦選択）の確認および変更方法 

 
‘options…’をクリックしてプルダウンメニューから 

‘str select ksw’  を選択してください。 

 
 
 
 
 
 

 
ストリング・セレクト・キー・スイッチの一覧が表示されます。 

 (例：single_note_str1.nki) 

 
 
 
 
 

 
ストリング・セレクト・キー・スイッチとして使用したい一番低いキーのMIDIノート番号、(＝ string 6を

強制的に選択する時に使用したいキー・スイッチのMIDIノート番号)をMIDI CC# 52を使用して送信してくだ

さい。これにより、他の弦に連続したキー・スイッチのMIDIノート番号が自動的に割り当てられます。 

 
[重要] ストリング・セレクト・キー・スイッチの設定の変更はそれぞれのインストゥルメントの

インターフェイスでも行えますが、すべてのメイン・インストゥルメントおよびフレットボード・

モニターのプレイ・キーの設定は同じである必要があるためグローバル・コントローラまたはMIDI

コントロールチェンジを使用して行うことをお勧めします。 
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______________________________________________________ 

- High Velocity Instrument (ハイ・ベロシティ・インストゥルメント) 
(pinch_harmonics, 5th_whammy_bar_p_harm) 

 
 
High velocity threshold 

 
ハイ・ベロシティ・インストゥルメントを鳴らすためのベロシティのスレッショル

ド・レベル（しきい値）です。 

 
Key switch ranges 

最大4つのキー・スイッチ・レンジ

を設定できます。例えば左の写真

の場合、G#-2からF#-1またはG#-1

からE0のいずれかのキー・スイッ

チにアサインされたメイン・イン

ストゥルメントが125を超えるベ

ロシティで演奏された場合、この

ハイ・ベロシティ・インストゥルメント(ピッキング・ハーモニクス)が鳴ります。キー・スイッチ

がG-1に設定されたメイン・インストゥルメントを演奏時はベロシティが125（= ベロシティ・スレ

ッショルド・レベル）を超えてもこのハイ・ベロシティ・インストゥルメントはなりません。（な

ぜならG-1はこのハイ・ベロシティ・インストゥルメントのキー・スイッチ・レンジに入っていない

からです）キー・スイッチ・レンジを設定することにより、複数のメイン・インストゥルメントで

一つのハイ・ベロシティ・インストゥルメントを共有することができます。 

  
このパラメータはグローバル・コントローラまたはMIDI CC# 55を使用して変更することもできます. 

このパラメータの値は、このハイ・ベロシティ・インストゥルメントに割り当てられているメイン・インスト

ゥルメントのハイ・ベロシティ・スレッショルド・レベルと同一でなければなりません。 
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______________________________________________________ 

- Release Instrument (リリース・インストゥルメント) 
(fret_noise, bridge_mute_noise, position_change_noise) 

 
リリース・インストゥルメントはプレイ・キーに割り当てて使用することが可能で、メイン・インストゥルメ

ントのプレイ・キーと同じ働きをしますが、リリース・インストゥルメントにはメイン・インストゥルメント

には含まれていないサンプルが使用されており、メイン・インストゥルメントから独立したインストゥルメン

トであると言えます。(プレイ・キーについての詳細は、‘プレイ・キー（ホールド・キーおよびストップ・キ

ー）’のセクションをご参照ください。) 

 

プレイ・キーへの割り当て 

 
各ボタンをONにすることで任意のプレイ・キーにそのリリース・インストゥルメントを割り当てる事ができま

す。上の写真の場合、このリリース・インストゥルメントはストップ・キーのA0に割り当てられています。 

 
key switch range (キー・スイッチ・レンジ) 

最大4つのキー・スイッチ・レンジを設

定できます。例えば左の写真の場合、

D#-2からE0のいずれかのキー・スイッ

チに割り当てられたインストゥルメン

トのいずれかが選択されている状態で

ストップ・キー、A0が押された時にこ

のリリース・インストゥルメントが鳴

ります。キー・スイッチがC-2に設定されたインストゥルメントを選択した状態の時にストップ・キー、A0を押

してもこのリリース・インストゥルメントは鳴りません。（なぜならC-2はこのリリース・インストゥルメント

のキー・スイッチ・レンジに入っていないからです）キー・スイッチ・レンジを設定することにより、複数の

インストゥルメントで一つのリリース・インストゥルメントを共有することができます。 
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______________________________________________________ 

- Feedback Instrument 

 
 
Feedback control 

 
フィードバック・インストゥルメントのON・OFF、フィードバック開始時のフェード・インの長さ、

フィードバック・キャンセル・タイムを設定できます。それぞれのパラメータはグローバル・コント

ローラまたは以下のMIDIコントロール・チェンジ・ナンバーでもコントロール可能です。 
 

option function MIDI CC# 

ON / OFF button フィードバックを有効/無効にします。 90 

cancel 

フィードバック・キャンセレーショ

ン・タイム(ms)  

この機能により、打鍵後に設定した時間が経過する前にノ

ート・オフすると、フィードバックは開始されません。反

対に、打鍵した後に設定時間を過ぎると、ノート・オフ時

にフィードバックが開始され、フィードバック音がフェー

ド・インしメイン・インストゥルメントがフェード・アウ

トします。この値はメイン・インストゥルメントのフィー

ドバック・キャンセレーション・タイムと同一でなければ

なりません。 

89 

fade 

fade-in time (ms) 

フィードバックが始まった時、フィードバック音がここで

設定された時間に沿ってフェード・インします。もしフィ

ードバック・キャンセル・タイム内にノート・オフした場

合にはフィードバック音は鳴りません。 

88 
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キー・スイッチ・レンジ 

最大4つのキー・スイッチ・レンジ

を設定できます。例えば左の写真

の場合、D#-2からE0のいずれかの

キー・スイッチに割り当てられた

インストゥルメントのいずれかが

選択されている状態でノート・オ

ン後にフィードバック・キャンセ

レーション・タイムを超えた時間を経過してからこのフィードバック・インストゥルメントのフェ

ード・インがスタートします。フィードバック・キャンセレーション・タイムの時間内にノート・

オフした場合、フィードバック音は鳴りません。 

 

参考: フィードバックはヘヴィなディストーションとともに使用してください。クリーンなアン

プ・セッティングでの使用は不自然な結果になる場合があります。 
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マッピングおよびキー・レンジ 
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single note 
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minor 3rd- dyad chord 
 

 
 

 

 
 
 

major 3rd-dyad chord 
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4th-dyad chord 
 

 
 

 

53



 

flat 5th-dyad chord 
 

 
 

 

 
 
 

5th-dyad chord 
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#5th-dyad chord 
 

 
 

 

 
 
 

6th-dyad chord 
 

 
 

 

 

55



 

add9 
 

 
 

 

 
 
 

power chord 
 

 
 

 

 
 

56



 

sus4 
 

 
 

 

 
 
 

octave 
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unison bend 
 

 
 

 

 
 
 

double bend 
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other chords (‘RUSH chords’) 
 

 

 
 
 
 

major 3rd vibrato 
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narutal harmonics 
 

 
 
 

FX 
 

 

60



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MIDI コントローラ・チャート 
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MIDI CC# 1

MIDI CC# 2

MIDI CC# 4

MIDI CC# 27

MIDI CC# 28

MIDI CC# 29

V-METAL MIDI controllers
mute / picking noise (active only when mute mode is 'mod wheel')

harmonics type (instrument: 'pinch_harmonics')
0 – 63: type 1

64 – 127: type 2

fast / slow stroke (instrument: 'sus4' and 'other_chords')
0 – 63: fast stroke

64 – 127: slow stroke

bend length (instrument: 'double_bend')
0 – 42: short

43 – 85: mid

86 – 127: long

with / without harmonics (instrument: 'major_3rd_vibrato')
0 – 63: with pinch harmonics

64 – 127: without pinch harmonics

MIDI CC# 31

gliss down speed
0 – 42: fast

43 – 85: mid

86 – 127: slow

target string to edit pitch bend range (single note only) * Use with MIDI CC# 29

0 : all strings
1: string 1
2: string 2
3: string 3
4: string 4
5: string 5
6: string 6

pitch bend range (via Global Controller) * change pitch bend range of all instruments in the multi

pitch bend range

select instrument via MIDI CC
1: single legato slide
2: hammer-on&pull-off / trill
3: no legato
4: repetition / picking tremolo
5: sampled picking tremolo
6: trill whole
7: trill half
8: minor 3rd-dyad
9: major 3rd-dyad
10: 4th-dyad
11: flat 5th-dyad
12: 5th-dyad
13: sharp 5th-dyad
14: 6th-dyad
15: octave
16: add9
17: sus4
18: power chord
19: other chord
20: maj 3rd vibratro
21: unison bend
22: double Bend
23: natural harm
24: FX1 - scrapes, slides, noises
25: FX2 - whammy bar FX
26: FX3 - whammy bar FX
27: FX4 - whammy bar FX
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MIDI CC# 35

MIDI CC# 44

MIDI CC# 48

MIDI CC# 49

MIDI CC# 50

MIDI CC# 51

MIDI CC# 52

MIDI CC# 53

MIDI CC# 54

picking noise MIDI CC#1 (mod wheel)  threshold level

string select key switch (MIDI note number for the lowest string select key switch)

forced string select
0: forced string select OFF
1 to 21: string 6
22 to 43: string 5
44 to 65: string 4
66 to 87: string 3
88 to 99: string 2
100 to 127: string 1

auto sustain ON / OFF
0 - 63: ON
64 - 127: OFF

mute MIDI CC#1 (mod wheel)  threshold level

mute velocity threshold level

natural harmonics type
0 - 63: harmonics only
64 - 127: harmonics + key note

instrument select key switch (MIDI note number) * Use with MIDI CC# 45

MIDI CC# 45

target instrument select key switch to edit * Use with MIDI CC# 44

1: single legato slide
2: hammer-on&pull-off / trill
3: no legato
4: repetition / picking tremolo
5: sampled picking tremolo
6: trill whole
7: trill half
8: minor 3rd-dyad
9: major 3rd-dyad
10: 4th-dyad
11: flat 5th-dyad
12: 5th-dyad
13: sharp 5th-dyad
14: 6th-dyad
15: octave
16: add9
17: sus4
18: power chord
19: other chord
20: maj 3rd vibratro
21: unison bend
22: double Bend
23: natural harm
24: FX1 - scrapes, slides, noises
25: FX2 - whammy bar FX
26: FX3 - whammy bar FX
27: FX4 - whammy bar FX

mute mode
0 - 63: modulation wheel (MIDI CC# 1)
64 - 127: velocity
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MIDI CC# 55

MIDI CC# 56

MIDI CC# 57

MIDI CC# 58

MIDI CC# 59

MIDI CC# 60

MIDI CC# 61

MIDI CC# 62

MIDI CC# 86

MIDI CC# 87

MIDI CC# 88

MIDI CC# 89

MIDI CC# 90

MIDI CC# 111 position change noise

MIDI CC# 112 fret noise

MIDI CC# 113 bridge mute noise

MIDI CC# 114

MIDI CC# 115 picking noise

MIDI CC# 116 pick stop noise

MIDI CC# 117 finger release noise

MIDI CC# 118 repeat same note

MIDI CC# 119 gliss gown

release time

auto alternation (auto stroke detection) resolution
  0 - 25: 8th
  26 - 50: 8th triplet
  51 - 75: 16th
  76 - 100: 16th triplet
  101 - 127: 32nd

EQ mid

high velocity threshold level

EQ low

target play key to edit
1: hold key 1
2: hold key 2
3: hold key 3
4: stop key 1
5: stop key 2
6: stop key 3

* Use with MIDI CC# 114

0 – 63: OFF

64 – 127: ON

EQ high

feedback pitch (semitone)

feedback fade out time (ms) for Main Instruments

feedback fade in time (ms) for Feedback Instrument

feedback cancellation time (ms)

feedback switch ON / OFF

auto alternation (auto stroke detection) mode
  0 - 31: auto
  32 - 63: forced
  64 - 95: down only
  96 - 127: up only

poly mode ON / OFF
0 - 63: OFF
64 - 127: ON

* Use with MIDI CC# 114

0 – 63: OFF

64 – 127: ON
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update ver.1.20 
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______________________________________________________ 

ver.1.20 新機能および変更点： 

 

- ミュートのサンプルの長さを調節する機能の追加 （ミュートをルーズにしたりタイトにするこ

とができます） 

 

- MIDI CC# 43によるレガート・スライドおよびグリスダウンのサンプルの音量を調節する機能の追

加 

 

- その他バグ修正 

 
[Kontakt Playerのバージョンをご確認ください] 

このアップデートにはKontakt Player (またはKontakt) 5.3.0 以降のバージョンが必要となります。

最新のKontakt Playerを以下のurlにてダウンロードしてください。 

 

http://co.native-instruments.com/index.php?id=kontaktplayerdl  

 

 (Native Instruments Service Centerアプリケーション経由でダウンロードすることも可能です) 
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ミュートのサンプルの長さ（mute sample speed）を調節する  

 (この機能は liteバージョンには含まれません） 

 
 
Global Controller の‘options…’メニューをクリックしてプルダウン

メニューから‘misc.’を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

スライダーで値を変更することにより、ミュートのサンプルの

長さを調節し、ミュートの音をルーズにしたりタイトにするこ

とが可能です。50%（ルーズ）から200% (タイト)の範囲で設定

することができます。このスライダーで設定した値は現在選択

されているインストゥルメントにのみ対して有効です。（グローバル・コントローラは各インス

トゥルメントの設定値を記憶します。例えば、5th-dayad chordを選択し、値を80%に設定しま

す。次に、4th-dyad chordを選択します。このインストゥルメントのスライダー値が変更され

たことがなければ100%と表示されます。再度5th-dyad chordを選択すると、スライダー値は先

程設定した設定が記憶されているので、80%になります。）このスライダーの値はMIDI CC# 47

でもコントトール可能です。 

 

* この機能はKontaktのタイム・コンプレス/ストレッチ機能を利用していますが、極端な値に設定

すると不自然なサウンドになることがあります。状況によっても異なりますが、70% - 180%の範囲

内で使用することを推奨いたします。状況に応じて値を最適な値を設定してください。 

 
[重要] タイム・コンプレス/ストレッチはCPUに高い負荷がかかります。一つの変更に対し、1つのデータのみ

を送信することをおすすめいたします。 
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Mute sample speedのリセット 

このボタンをクリックするとマルチ内のミュートサンプルを

持つすべてのインストゥルメントのmute sample speed の設定

値をリセットされ、100%に戻ります。また、MIDI CC# 26を使

用してリセットを行うことも可能です。MIDI CC# 26の値を64

以上にしてマルチに送信するとこのボタンをクリックした時と同様のリセット処理が実行され

ます。 

 
ミュートのサンプルの長さ調節機能の無効化. 

ミュートのサンプルの長さ調節機能を使用する場合、それを使用しない場合に比べていくぶん

かRAM使用量が大きくなります。もしミュートのサンプルの長さを調節必要がない場合は、各イ

ンストゥルメントのインターフェイスでこの機能を無効化しRAM使用量を節約することができ

ますが、すでに無効化済みのマルチが'mute_sample_length_control_OFF'という名前のフォル

ダ内に用意されています。 

（'V-METAL_mslc_off.nkm'および'V-METAL_double_track_mslc_off.nkm'） 

 
もし自分でこの機能を無効化する場合は各インストゥルメント'options...'メニューから'mute mode'を選択

しすと、画面にあるボタンをクリックして機能のON / OFFを行うことができます。マルチ内のミュートサンプ

ルを持つすべてのインストゥルメントに対してこれを繰り返します。(single_note_str1-6, 4th_dyad_chord, 

flat_5th_dyad_chord, 5th_dyad_chord, sharp_5th_dyad_chord, 6th_dyad_chord, add9, power_chord, sus4, 

octave, minor_3rd_dyad_chord, major_3rd_dyad_chord, other_chords) * double trackの場合は_L, _Rの両

方を設定する必要があります。 

 
 
 

レガート・スライドおよびグリスダウンのサンプルの音量調節 

MIDI CC# 43を使用してレガート・スライドおよびグリスダウンのサンプルの音量を調節するこ

とができます。 

 

MIDI CC# 43: 

0 (最大音量) - 127 (無音)  

 

* MIDI CC# 43が127の場合、レガート・スライドおよびグリスダウンのサンプルの音量はゼロになり、無音に

なります。 
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______________________________________________________ 

ver.1.10 アップデート 

 

- Auto SustainがONでも、DAW (シーケンサー)が停止状態になると音が止まるようになりました。  

 

- サンプル再生時の音程をGlobal ControllerまたはMIDI CC# 27で、-５（drop Gと同じ低さ）まで

変更することが可能になりました。 

 

- 4th-dyad chordに'key = top note'モードが追加されました。 

 

- 実物大 (１オクターブ幅 165 mm)の「Play Key & Instrument Select Key Switch チャート」 

(「Documentation」フォルダ内の 「V-METAL_full_size_key_switch_chart_default.pdf」および 

「V-METAL_full_size_key_switch_chart_user.pdf」) 

 

- その他バグ修正 
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サンプルのチューニングを下げる（より低い音を鳴らす） 

 

サンプル再生時の音程をGlobal ControllerまたはMIDI CC# 27で、-5（drop Gと同じ低さ）ま

で変更することが可能です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Global Controller の‘options…’メニューをクリックしてプルダウン

メニューから‘misc.’を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
チューニングを選択してください 

 
 
 
 
 
 
 

 
* この機能はKontaktのシンプルなピッチシフト機能を使用しており、drop Cよりも低いチュー

ニングを選択すると、ピッチシフトによりサンプルの再生スピードが遅くなります。（この現象

はチューニングが低ければ低いほど、またtrillやtremoloのサンプルで顕著に現れます）この

ような場合、または状況によってはdrop Cで作成したギター・パートをお使いのDAWでオーディ

オ・ファイルとしてエクスポートし、DAWまたは波形編集ソフトウェア等のタイム・コンプレッ

ション機能付きのより高度なピッチ・シフト機能でチューニングを下げるとより良い結果が得

られるかもしれません。 

 
tremoloはPlay Key (repeat same note)で、trillはRealtime Hummer-on&Pull-offで演奏することも可能です。  

(詳細はユーザーマニュアル、V-METAL_User_Manual_Japanese.pdfをご参照ください。)

midi CC# 27 tuning 

0 - 22 0: drop C (original pitch)  
23 - 43 -1: drop B 
44 - 65 -2: drop A# 
66 - 87 -3: drop A 
88 - 99 -4: drop G# 

100 - 127 -5: drop G 
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[最低音について]  

C1より低いキー・レンジはキー・スイッチで使用されるため、drop Cよりも低いチューニング

を選択した場合は最低音の場所が１オクターブ高い位置になります。 例えば、drop Cが選択さ

れている時は最低音の場所はC1ですが、drop Bが選択されている時はC1のとなりのB0ではなく

B1になります。（B0およびそれ以下の範囲はキー・スイッチで使用されるため） 
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'key = root' と 'key = top note' (4th-dyad chord) 

 
4th-dyad chord(４度コード)を使用時、２種類のマッピング・モード、「key = root」モード（初

期設定）または「key = top note」モードのどちらかを選択することが可能です。 

 

 
 
4度コードは、時にはそのまま「４度コード」(key = root) として使われ、また時には「反転

５度コード」(key = top note) としても使われます。「key = top note」モードは４度コード

でメロディ的なリフやフレーズ（例えばDeep Purpleの「Smoke on the Water」や「Burn」など)

を演奏する時に適しています。「key = root」モードは6th、#5th、5th、♭ 5th、4th、major 3rd、

minor 3rdといったコードを互いにスムースに切り替える場合に適しています。 

 
 
Global Controller の‘options…’メニューをクリックしてプルダウン

メニューから‘misc.’を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 

 
マッピング・モードを選択してください 
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